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岩
野
欝
編

．

醤
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
全
恩
璽
さ
せ
る
篇
体
が
塁
」
腐
え
る
た
め
の
エ
ン
品
鮮
明
に
バ
タ
イ
ユ
羹
緊
が
「
酋
体
」
と
い

f品
組
み

る
員
体
の
実
験
（
愛
国
孟
瞑
、
不
可
能
だ
と
い
う
現
実
か
ら
出
プ
レ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
態
度
で
あ
結
論
づ
け
る
。
両
者
が
と
も
に
を
早
く
に
放
棄
し
、
「
統
治
」

共
に
あ
る
こ
と
の
哲
学
舎
茎
産
、
共
壁
涵
等
々
）
発
す
る
こ
と
、
支
お
ち
、
利
る
。
示
唆
し
て
い
る
の
は
、
巷
同
体
と
い
う
睾
界
ら
考
え
て
い
た

フ
ラ
ン
ス
現
代
思
想
が
問
う
が
残
し
た

累
々
た
る
屍
体
の
山

害
を
共
に
し
な
い
複
数
の
共
同
例
え
ば
、
箪
頭
の
澤
田
は
、
を
稿
栖
的
に
定
義
す
る
の
と
は
こ
と
が
明
晰
に
論
じ
ら
れ
る
。

〈
共
同
体
の
危
険
と
希
望
〉

1

理
陰
編
は
、
人
類
の
歴
史
に
お
け
る
数
体
（
な
い
し
は
個
人
）
が
対
面
い
か
に
サ
ル
ト
ル
が
読
者
と
作
別
の
方
向
で
考
え
る
こ
と
の
必
増
田
の
デ
リ
ダ
論
と
同
じ
く
、

這

多
の
教
訓
の
最
た
る
も
の
で
あ
す
る
世
界
に
お
い
て
、
ど
う
や
者
に
よ
る
共
同
体
を
文
学
に
投

蝉要
性
で
あ
る
。
共
同
体
の
袋
小
路
を
ぬ
け
て

東
京
大
学
で
〈
共
生
の
た
め
介
さ
れ
る
。
る
し
、
同
一
の
神
を
奉
じ
て
い
っ
た
ら
彼
ら
が
敵
対
せ
ず
に
影
さ
せ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
プ
ラ
ン
シ
ョ
と
バ
タ
イ
ユ
か
「
共
に
あ
る
こ
と
」
を
考
え
る

の
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
〉
興
味
深
い
の
は
、
本
田
の
夕
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ユ
ダ
ヤ
「
共
に
あ
る
こ
と
」
、
共
に
共
を
紹
介
し
、
来
た
る
べ
き
共
同
ら
発
想
す
る
渤
浅
の
論
も
、
前
新
た
な
通
を
教
え
ら
れ
た

。

と
い
う
大
晨
研
究
プ
ロ
ジ
イ
ト
ル
に
「
共
に
あ
る
こ
と
」
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
存
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
な
の
体
、
す
な
わ
ち
、
「
人
間
」

(
1
1半
は
き
わ
め
て
明
瞭
な
文
章
で
棗
後
の
藤
田
の
論
は
、
前
半

ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
が
選
ば
れ
、
副
題
で
共
同
体
の
教
と
が
、
千
年
単
位
の
文
化
的
か
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
本
人
類
）
の
共
同
体
を
希
求
し
て
「
わ
れ
わ
れ
」
や

「同
志
」
の
の
強
面
の
語
り
口
に
は
呆
然
と

と
も
記
悩
に
新
し
い
。
世
界
中「希望
」
と
と
も
に
「
危
険
」
軋
礫
を
続
け
、
そ
れ
が
時
に
邸
田
の
怠
義
も
そ
こ
に
あ
る
。
い
た
と
い
う
こ
と
を
紹
介
す
共
同
体
の
限
界
を
語
る
反
面
、
さ
せ
ら
れ
た
が
、
結
諭
で
予
告

で
続
発
す
る
テ
ロ
や
難
民
問
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
力
で
表
現
さ
れ
る
現
実
を
自
の
こ
う
し
た
本
田
の
可
能
性
を
る
。
そ
れ
は
岩
野
の
論
で
紹
介
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
は
ず
の
さ
れ
る
翠
器
零

J
の
展
開
、
す

）
題
、
国
内
で
も
経
四
堂
痣
｀
障
る
。
里
夫
、
璽
易
岩
野
が
回
当
た
り
に
す
る
と
、
宗
教
も
ま
も
っ
と
も
表
現
し
て
い
る
の
さ
れ
る
ア
セ
フ
ァ
ル
と
い
う
秘
「
恋
人
た
ち
の
共
同
体
」
の
説
な
わ
ち
、
個
人
で
は
な
く

「分

日

璽
罹
設
空
合
殺
人
を
思
い
頭
で
、
あ
た
か
も
否
老
従
来
た
、
共
同
体
の
可
能
性
杢
託
す
が
、
増
田
が
明
晰
に
論
じ
る
デ
密
結
社
を
企
て
た
バ
タ
イ
ユ
も
明
に
な
っ
た
途
端
、
「
未
知
な
人
」
（
人
格
内
で
の
多
重
人
格
）

曜

返
す
ま
で
も
な
く
、
〈共
生
〉
は
の
共
同
体
論
の
延
長
上
に
位
四
る
何
か
」
や
「
特
と
い
う
概
念
の
再
利
用
に
は
、

逢
い
ま
や
時
代
為
え
る
た
め
の
づ
け
る
よ
―
ぇ
員
り
を
ゼ
フ
ラ
ン
ス
現
代
思
想
家
た
ち
の
〈
共
生
〉
襄
マ
チ
ェ
ー
月
醤
翼
小
路
に
碧
ぬ

日
不
豆
迪
の
ト
ポ
ス
で
あ
る
。
本
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
ね
入

．

ル
性
と
思
え
る
風
穴
を
開
け
て
く
れ
る
可
能
性

翌
い
ぴ
讀J

Vこ讀
夏
鰐
騎
鰭
を
め
ぐ
る
哲
学
の
到
逹
点
を
紹
介
鱈
鱈
打
パ
い
[
[
已
戸

で
生
き
た
何
か
「
概
念
を
作
る
こ
と
」
な
の
だ

｀

月
ル

函
田
直
）
、
バ
タ
イ
ユ
（
岩
は
、
「
共
同
体
」
を
和
極
的
に

〈ほ
と
ん
ど
身
か
ら
。
近
刊
だ
と
い
う
実
践
編

福
島
勲

〇
野
卓
司
）
、
プ
ラ
ン
シ
ョ
（
濁
定
義
す
る
道
は
袋
小
路
に
入
っ

1

息
）
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
（
合
て
い
る
と
い
う
共
通
了
解
で
あ
均
所
と
し

て
は
、
あ
ま
り
に悪
体
的

1
1感
算
的
な
興
匹
や
昂
拗
も
待
ち
速
し
い

。
（ふ
く
し
ま

甲
歴
人
）
、
デ
リ
ダ
（
増
田
一
り
、
少
な
く
と
も
、
倫
衷
所
で
あ
る
と
言
わ
ざ
急
え
な

罪
"
q

円
豆
0
1
と
い
合
方
で生
き
た
何
か〉
」
・
い
さ
お
氏11翡
ー

癸

3
3
5
4
と
い
っ
た
困
難
伍
衣
現
で
し
か
学
准
教
授
・
フ
ラ
ン
ス
文
学
·

葬

：
0
0

，

t

．
水
7

8

夫
）
、
フー
コ
ー
（
坂
杢
向
志
）
、
が
一
致
し
て

参
与
す
る
共
同
体
い
。

／
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
（藤田
尚
志
）
と
を
和
栖
的
に
定
毅
す
る
こ
と
は
そ
も
そ
も
論
理
的
に
言
っ

●
●
，

．

共
同
体
と
頁
、
い
9
1町
そ
れ
を
説
明
で
き
な
く
な
る
の
文
化
資
源
学
専
攻
）

i

芦a墨
も
は
、
酋
葛
塁
と
い
品
＊
い
わ
の
・
た
く
じ
氏
は
明

成

ー

呼
い
っ
た
思
想
家
た
ち
の

〈共
生〉
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
現
状
認
て
、
共
同
体
と
い
う
概
念
自
体
・

r

年
を
めぐ
る
哲
学
の
到
達
歴
紹
識
だ
か
ら
で
あ
る
。
が
、
外
部
と
内
部
を
必
然
的
に

、

m
l
l

-
L
O組
み
で
考
察
し
て
い
く
こ
と
の
治
大
学
教
授
・
哲
学

·思
想

e

生
み
出
す
性
格
を
有
し
て
い

L
`
；

暉
湖
拙
し
応

9
7
1
T
E
限
界
を
自ら
誠
実
に
例
示
し
て
史
専
攻
。
東
京
大
学
大
学
院

ー
る
。
そ
し
ャ
共
同
体
の
成
図
／

で

い
る
。
ま
た
、
合
田
の
論
で
は
、
人
文
科
学
研
究
科
仏
語
仏
文

非
成
関
の
区
別
（
差
別
）
は
、
リ
ダ
の
姿
勢
で
あ
る
。
ど
う
い
見
て
い
た
全
図
一
致
の
共
同
体
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
と
の
対
学
博
士
課
程
満
期
修
了

。

著

状
況
次
第
で
、
敵
／
味
方
と
い
う
形
の
も
の
で
あ
れ
、
本
人
が
の
夢
で
あ
る
。
だ
が
、
澤
田
も
照
を
軸
に
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
共
同

四
に

・

「
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
バ
タ

゜

＿
眉
盲
自
に
晨
て
い
家
系
的
に
属
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
岩
野
も
、
こ
れ
ら
二
人
の
思
想
体
を
め
ぐ
る
思
考
が
再
検
討
さ
イ
ユ
ー
ー
神
秘
経
験
を
め
ぐ

Z
 

ベ
員
体
と
い
う
思
考
は
、
そ
れ
で
あ
れ
、
い
か
な
る
形
の
家
の
夢
を
延
長
さ
せ
る
方
向
で
れ
て
興
味
深
い
が
、
そ
の
専
門
る
思
想
の
限
界
と
新
た
な
可

桐
本
的
に
全
体
主
義
的
で
あ
「
共
同
体
」
と
い
う
言
葉
も
物
は
結
論
し
な
い
。
前
者
は
エ
ス
性
の
高
さ
に
、
四
き
去
り
に
さ
能
性
」

「贈
与
の
哲
学
~

り
、
全
て
か
無
か
、
敵
か
味
方
も
好
き
で
は
な
い
と
い
う
デ
リ
ポ
ジ
ト
や
ア
ガ
ン
ベ
ン
、
バ
ル
れ
る
読
者
が
少
な
か
ら
ず
出
る
ジ
ャ
ン

1
1リ
ュ
ッ
ク
・
マ
リ

か
と
い2
頭
理
を
内
包
し
て
い
ダ
の
態
度
は
、
ま
さ
し
く
、
こ
卜
、
ク
レ
オ
ー
ル
文
学
へ
と
開
か
も
し
れ
な
い
。
オ
ン
の
思
想
」
な
ど
。
一
九

る
。
だ
か
ら
、
今
必
要
な
の
は
、
の
新
し
い
「
共
に
あ
る
こ
と
の
く
こ
と
を
提
唱
し
、
後
者
は
よ
坂
本
の
論
で
は
、
フ
ー
コ
ー
五
九
年
生
。
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